
 

 

 

  

２
０
２
０
年
か
ら
、
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
で
す

が
、
２
０
１
２
年
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
い
て
、
中
学
校
で
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
計
測
・
制
御
」
が
必
修
化
さ
れ
、
そ
れ

が
次
第
に
小
学
校
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
と
言

う
の
が
実
情
で
す
。 

【
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
背
景
】 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
始
ま
っ
た
背
景

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
情
報
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
す
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
の
発
表
で
は
、

２
０
２
０
年
に
３
６
．
９
万
人
、
２
０
３
０

年
に
は
７
８
．
９
万
人
も
の
Ｉ
Ｔ
人
材
が
不

足
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
ビ
ジ

ネ
ス
が
今
後
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
く
中

で
、
さ
ら
に
不
足
す
る
で
あ
ろ
う
Ｉ
Ｔ
人
材

を
速
や
か
に
育
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
教
育
指
導
要
領
の
中
で
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
目
的
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
」
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
小
学
校
の
段
階
に
お
い
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
活
用
す
る
こ
と
が

は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
と
は
？
】 

シ
ン
プ
ル
に
表
現
す
れ
ば
「
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
物
事
を
順
序
立
て
て
考
え
る
こ

と
」
で
あ
り
「
結
論
を
導
き
出
し
て
計
画
的

に
実
行
す
る
考
え
方
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
思
考
を
実
践
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
は
、
論
理
的
思
考
・
創
造

性
・
問
題
解
決
能
力
・
行
動
力
が
そ
れ
ぞ
れ

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
た
だ
考
え
る
だ
け
で

な
く
、
予
測
し
な
が
ら
実
行
す
る
、
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
様
々
な
経
験
を
積
み
重
ね
る
中

で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
身
に

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

対
応
し
て
い
く
力
や
積
極
性
を
身
に
付
け
る

こ
と
も
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

実
際
、
諸
問
題
に
直
面
し
て
心
が
病
ん
で

命
を
絶
っ
て
し
ま
う
若
年
層
が
年
々
増
加
す

る
中
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
法
さ
え

あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
検
討
し
て
最

善
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
の

が
国
の
標
榜
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

【
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
も
た
ら
し
た

も
の
】 

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
真
っ
先
に

取
り
組
ん
だ
国
は
「
イ
ン
ド
」
で
、
現
在
、

世
界
屈
指
の
Ｉ
Ｔ
大
国
と
な
り
、
各
国
の
Ｉ

Ｔ
企
業
は
イ
ン
ド
に
本
拠
地
や
作
業
拠
点
を

置
き
、
最
先
端
の
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
ビ

ジ
ネ
ス
に
精
を
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

実
は
こ
の
状
況
、
敗
戦
か
ら
立
ち
直
っ
て

勤
勉
に
復
興
に
励
ん
だ
結
果
、
世
界
屈
指
の

経
済
成
長
を
遂
げ
た
、
昭
和
４
０
年
代
の
日

本
と
同
じ
な
の
で
す
。
そ
の
日
本
が
、
今
は

イ
ン
ド
に
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
こ
の
事
実
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
行
動
す
る
か
、
か
な

り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
課
題
と
言
え
ま
す
。 



 

心
因
性
発
熱
は
、
ス

ト
レ
ス
が
原
因
と
な

っ
て
起
こ
る
発
熱
の

こ
と
を
言
い
、
別
名
で

は
「
機
能
性
高
体
温

症
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
心
因
性
発
熱
を

分
類
す
れ
ば
、
炎
症
性

と
ス
ト
レ
ス
性
の
２
種
類
に
分
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
の
方
法
が
異

な
り
ま
す
。 

●
心
因
性
発
熱
の
実
態 

２
０
１
３
年
に
全
国
で
実
施
さ
れ

た
原
因
不
明
の
発
熱
に
つ
い
て
研
究

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
結

果
に
よ
る
と
、
１
２
１
名
の
患
者
の

う
ち
、
３
名
が
心
因
性
発
熱
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
数
を
多
い
と
み

る
か
少
な
い
と
み
る
か
は
個
人
の
判

断
に
よ
り
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ

心
因
性
発
熱
の
発
症
年
齢
は
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。 

特
に
子
ど
も
の
場
合
は
、
高
熱
に

な
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
成
長
期
の
子
ど
も
ゆ
え
に
、

発
熱
機
能
が
大
人
に
比
べ
て
発
達
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
些
細
な
刺
激

で
も
体
温
上
昇
の
機
能
が
大
き
く
作

用
す
る
た
め
で
す
。 

●
心
因
性
発
熱
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

心
因
性
発
熱
は
、
そ
の
発
熱
の
原

因
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
一
切
関
係

が
な
く
起
こ
る
ス
ト
レ
ス
性
の
体
温

上
昇
現
象
な
の
で
す
。 

自
律
神
経
の
高
ぶ
り
が
激
し
く
な

っ
た
こ
と
で
、
体
温
調
節
機
能
が
暴

走
し
、
結
果
的
に
発
熱
に
至
る
も
の

で
す
か
ら
、
風
邪
の
症
状
を
も
た
ら

す
物
質
を
生
産
し
ま
せ
ん
。 

●
心
因
性
発
熱
の
治
療 

そ
の
原
因
を
根
本
か
ら
解
消
す
る

た
め
に
、
心
理
療
法
が
用
い
ら
れ
る

場
合
が
多
い
で
す
。
こ
れ
は
、
精
神

安
定
剤
や
抗
不
安
剤
を
処
方
す
る
こ

と
で
、
自
律
神
経
の
高
ぶ
り
を
抑
制

し
、
そ
の
結
果
心
因
性
発
熱
の
リ
ス

ク
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
も
し
、
既
に
発
熱
を
発
症
し
て

い
た
場
合
で
も
、
こ
れ
ら
の
薬
を
用

い
た
り
、
患
部
を
冷
や
し
た
り
す
る

な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
症
状
を
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

心
身
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
た
め
に
、
ぬ

る
め
の
お
風
呂
に
入
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
処
法
が
あ
り
ま
す
。 

■暮らしのたより■      外壁のお手入れで住まい長持ち！ 

外壁塗装には、建物を美しく見せるだけでなく、外壁そのものを「守る」という大切な役割があります。塗り替

えなどのお手入れを定期的に行えば、住いを長持ちさせられます。外壁の塗り替えには、大きく二つの目的があ

ります。一つは、建物の美観を保つこと。そしてもう一つが、外壁を保護することです。塗装には、外壁の劣化

原因である雨や紫外線をブロックする役割があるため、塗り替えにより建物の耐久性を高められます。外壁は１

０年毎に塗り替えるのが一般的とされていますが、住いの環境によっては、もっと早く塗り替えが必要になるこ

ともあります。外壁の劣化を示すサインはいくつかあります。わかりやすいのは「色あせ」と「チョーキング」

です。色あせは、日光や雨がよく当たる場所で起こりやすく、防水機能が低下しているサインです。一方のチョ

ーキングは、外壁を手で触ったときにチョークのような白い粉がつく現象で、色あせが進むと塗装の劣化がかな

り進んでいることを示します。また、地震などの影響で、塗装ではなく外壁そのものにひびが入ることもありま

すので、ひび割れが見られたら、早目に補修をして雨水の侵入を防ぐことが大事です。外壁の傷みや塗装の劣化

は自分では気がつかないこともありますので、定期的にプロに点検してもらうと安心です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

菜の花と言えば、独特

のほろ苦さから春の訪れ

を感じさせてくれるも

の。葉や茎の色ができる

だけ鮮やかで、切り口が

みずみずしいものを選ぶ

とよいでしょう。 

そんな菜の花とアサリ

を煮浸しにしたレシピで

す。和風の優しい味付け

にしています。 

多めに作っておけば、

お酒の肴になりますし、

お弁当につめて入れても

華やかでいいですね。 

①菜の花は流水で洗ってから固い部

分は切り落としておく。鍋に水、塩

ひとつまみを入れて沸かし、さっと

茹でる。茹でる際は根元から加え入

れるとよい。菜の花はザルにあげて、

たっぷりの流水で手早く冷まして色

止めをする。②菜の花は冷めたら 3

㎝の長さに切っておく。 

③椎茸は軸を切り落とし、汚れをふき取っておき、薄切りにしてお

く。椎茸がなければシメジやエリンギでも代用できる。 

④鍋に[A]の和風だし汁、薄口醤油（濃口醤油の場合、量を減らし

て塩少々を足す）、味醂を加え入れて煮たてる。煮立ったらアサリ、

椎茸、菜の花、生姜汁（皮をこそげ取ってすりおろしたもの）を加

えてさっと煮る。アサリは殻付きであれば 3％ほどの塩水で砂抜き

してから身だけにしておく。 

⑤鍋の煮浸しの味を見て足りなければ醤油、塩などで調味する。火

からおろしたら器に盛り付ける。汁ごと入れるとよい。 

【ポイントメモ】アサリはむき身の用意で調理がはかどります。 

【４人分】 

菜 の 花 … … … … 1 束 

アサリ（むき身）……1 5 0 g 

椎 茸 … … … … 2 枚 分 

生 姜 汁 … … … 1 か け 分 

塩 … … … ひ と つ ま み 

* * * * * 

[ A ] 

和 風 だ し 汁 … … 1 5 0 c c 

薄 口 醤 油 … … 大 さ じ 1 弱 

味 醂 … … … 少 々 

* * * * * 

* * * * * 

スマホやパソコン、テレビなど、身の回りのものから発せられる

ブルーライト。目の疲れの原因とされることが多いですが、お肌へ

の影響はご存じですか？実は紫外線の UV-A に近い特徴があり、お

肌のハリと弾力を司る部分である真皮層にダメージを与えること

で、シワやたるみの原因になるともいわれています。また、お肌を

サビつかせるともいわれる活性酸素を発生させることで、シミの原

因にもなり得ます。これらを予防するためにも、ブルーライトカッ

トの画面保護シールを使用したり、寝る 1 時間前にはスマホを見な

いようにしたりなどの工夫を。抗酸化効果のあるビタミンＣやポリ

フェノールが多く含まれる食べ物を取り入れるのもおすすめです。 



 

エ
ム
エ
ス
ホ
ー
ム
の
佐
原
で
す
。
い
つ
も
お
世
話
様
に
な
り

ま
す
。
早
春
を
控
え
て
は
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
朝
晩
は
冷

え
込
み
も
厳
し
く
、
三
寒
四
温
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

先
月
末
に
春
の
到
来
を
確
か
め
た
い
と
、
休
み
の
日
を
利
用

し
、
南
房
総
の
鋸
南
町
保
田
に
足
を
運
び
ま
し
た
。 

こ
の
地
域
で
は
例
年
今
頃
に
な
り
ま
す
と
、
早
咲
き
の
頼
朝

桜
（
む
か
し
源
頼
朝
が
伊
豆
で
戦
に
敗
れ
こ
の
地
に
逃
げ
の
び

上
陸
し
た
こ
と
か
ら
頼
朝
桜
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
や
菜
の
花
、

梅
の
花
も
見
頃
を
迎
え
、
多
く
の
見
物
客
が
遠
方
か
ら
足
を
運

ん
で
お
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
立
ち
寄
り
ま
し
た
観
光
の
ス
ポ
ッ
ト
は
「
道
の

駅
保
田
小
学
校
」
と
呼
ば
れ
、
近
年
の
過
疎
と
少
子
化
に
よ
り

廃
校
し
た
小
学
校
を
地
域
の
振
興
に
役
立
て
る
よ
う
、
整
備
改

修
し
た
観
光
モ
デ
ル
施
設
で
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
施
設
は
、
一
般
の
「
道
の
駅
」
同
様
、
飲
食

店
で
の
食
事
や
特
産
品
の
購
入
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
最
大
の
特
徴
は
、
改
装
し
た
教
室
に
宿
泊
し
入
浴
も
で
き

る
た
め
、
一
般
の
グ
ル
ー
プ
旅
行
や
団
体
の
研
修
サ
ー
ク
ル
活

動
等
に
も
十
分
利
用
で
き
る
、
今
ま
で
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
施

設
と
の
印
象
が
残
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
全
国
各
地
に
も
こ
の

よ
う
な
施
設
が
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

し
た
。 

ひ
と
り
言 

■お客様の施工現場から■     １階の陸屋根からの雨漏り改修工事/八幡 T 様邸 

築約２５年、建坪５０坪の木造モルタル２階建てのお住まいで、約２０年程前からお付き合いが始まり、今

迄、屋根葺き替え、外壁塗装等の外装工事から、室内各所の改修工事まで、お住まい各所の工事のご依頼を

頂いてまいりました。そして、今回は、建物１階のダイニングキッチンの陸屋根から雨漏りが続いているた

め見て欲しいとのご依頼がありました。そこで、状況を拝見しに伺いましたところ、１階の陸屋根の排水溝

に大量の枯れ葉類が堆積し、降水時には、雨水を排水する排水口も詰まらせ、屋根の各所の隙間から室内に

雨漏りが発生していたことが判明しましたので、お客様には、陸屋根全体の改修が必要、とのご提案をさせ

て頂き、工事に着手させて頂くことになりました。そして、まず、陸屋根の上面全体を解体しましたところ、

内部木材の大部分が雨水による湿気で腐食しており、これらの腐食した木材を全て取り払い、新しい木材に

取り替え、更に、下地の防水シート張り、FRP 防水塗りにて約１週間の全ての作業を完了させて頂きました。 

このたびの改修工事にて、お客様の住いの環境も改善し、これからも安心、快適にお過ごしになられること

と思われます。 
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